
「算数チャレンジ大会（算チャレ）２０１６」本選の解答・解説

下のように，「１番目 ６×６＝３６」のかけ算から始めて，順番にかける６の個数を１つず

つ増やしていくかけ算をします。それぞれの積の下２けたの数を考えるとき，次の問いに答え

なさい。

下２けた

１番目 ６×６ ＝ ３６ → ３６

２番目 ６×６×６ ＝ ２１６ → １６

３番目 ６×６×６×６ ＝ １２９６ → ９６

４番目 ６×６×６×６×６ ＝ ７７７６ → ７６

… … … …

１ ３４番目の下２けたの数を求めなさい。

２ １番目から５９番目までの下２けたの数だけをすべてたすと，いくつになるか求めなさい。

１ ３４番目まで計算するのは面倒なので，規則性を探ることにします。

この計算をさらに続けていくと

下２けた

１番目 ６×６ ＝ ３６ → ３６

２番目 ６×６×６ ＝ ２１６ → １６

３番目 ６×６×６×６ ＝ １２９６ → ９６

４番目 ６×６×６×６×６ ＝ ７７７６ → ７６

５番目 ６×６×６×６×６×６ ＝ ４６６５６ → ５６

６番目 ６×６×６×６×６×６×６ ＝２７９９３６ → ３６

となり，６番目で下２けたの数が１番目の３６と同じになります。ということは，６番目からの

下２けたの数は，１番目からの下２けたの数を繰り返すことになります。

つまり，５番目までを一セットとして，３６，１６，９６，７６，５６を繰り返します。

３４番目までに，このセットが何回あるかを求めると

３４÷５＝６あまり４

ということは，４番目の下２けたの数と同じになることになります。 ７６

２ ５番目までの一セットの下２けたの数の和は

３６＋１６＋９６＋７６＋５６＝２８０

５９番目までに５番目までのセットが何回あるかを求めると

５９÷５＝１１あまり４

ということは，１２セット分の合計から一セットの最後の和５６を引けば良いことになります。

したがって

２８０×１２－５６＝３３０４ ３３０４

問題６


